
「
夏
の
学
校
林
活
動
」
（
中
茶
安
別
小
中

と
大
き
な
声
で
楽
し
み
な
が
ら
学
習
し

正
解
を
発
表
す
る
度
に
、
児
童
生
徒
の
一

学
校
）
～
森
の
働
き
を
発
見
！
～

て
い
ま
し
た
。

喜
一
憂
す
る
声
が
室
内
に
響
き
渡
る
な

令
和
３
年
９
月
３
日
（
金
）
、
中
茶
安

そ
の
後
は
、
小
学
１
年
か
ら
小
学
４

ど
、
楽
し
み
な
が
ら
学
習
し
て
も
ら
え
た

別
小
中
学
校
で
、
夏
の
学
校
林
活
動
が
開

年
生
ま
で
を
対
象
に
「
雨
水
の
冒
険
（
緑

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

催
さ
れ
ま
し
た
。

の
ダ
ム
に
つ
い
て
）
」
と
「
森
林
ク
イ
ズ
」
、

今
回
の
活
動
は
、
毎
年
実
施
し
て
い
る

小
学
５
年
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
を
対

中
茶
安
別
小
中
学
校
林
の
る
ん
る
ん
フ
ォ

象
に
「
森
林
の
機
能
に
つ
い
て
（
水
源

レ
ス
ト
で
、
ヒ
グ
マ
が
出
た
こ
と
に
伴
い
、

涵
養
機
能
）」
と
「
森
林
ク
イ
ズ
」
を
２

学
校
内
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

箇
所
に
分
か
れ
て
実
施
し
ま
し
た
。

ま
ず
始
め
に
、
食
物
連
鎖
に
つ
い
て
学

そ
れ
ぞ
れ
、
パ

び
ま
し
た
。
食
物
連
鎖
に
つ
い
て
の
学
習

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で

を
す
る
上
で
、
楽
し
み
な
が
ら
学
習
し
て

実
施
し
て
説
明
を

も
ら
う
た
め
、
捕
食
者
と
被
食
者
の
関
係

行
い
ま
し
た
が
、

性
に
つ
い
て
意
識
し
て
も
ら
う
ネ
イ
チ
ャ

特
に
、
森
林
ク
イ

ー
ゲ
ー
ム
で
あ
る
「
コ
ウ
モ
リ
と
ガ
」
を

ズ
（
次
の
足
跡
の

実
施
し
ま
し
た
。

う
ち
ヒ
グ
マ
の
足

児
童
・
生
徒
は
、
コ
ウ
モ
リ
役
と
ガ
役

跡
は
ど
れ
で
し
ょ

に
な
り
き
っ
て
「
コ
ウ
モ
リ
！
」「
ガ
！
」

う
。
等
）
で
は
、

▽「コウモリとガ」実施の様子

▽森林クイズの様子（小1～小4） ▽森林クイズの様子（小5～中3）

▽食物連鎖について説明する様子
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企
業
と
の
協
働
に
よ
る
植
樹
を
実
施

か
ら
保
護
す
る
た
め
、
保
護
管
（
ツ
リ

験
者
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
皆
さ
ん
手
際

（
企
業
の
社
会
的
貢
献
活
動
）

ー
シ
ェ
ル
タ
ー
）
の
被
覆
を
行
い
ま
し

良
く
作
業
を
進
め
ら
れ
、
想
定
よ
り
も
早

令
和
３
年
１
０
月
５
日
（
火
）
に
、
雷

た
。
当
日
は
、
低
気
圧
の
影
響
に
よ
る

く
苗
木
の
植
付
け
が
終
わ
り
ま
し
た
。

別
地
区
自
然
再
生
事
業
地
の
笹
覆
い
地

降
雨
の
心
配
が
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加

休
憩
の
後
、
全
員
で
保
護
管
の
組
立
て

（
標
茶
町
雷
別
国
有
林
）
で
、
「
企
業
と

者
一
人
ひ
と
り
の
思
い
が
通
じ
た
の
か
、

と
設
置
を
行
い
、
お
昼
前
に
は
植
栽
木
へ

の
協
働
に
よ
る
広
葉
樹
の
森
林
づ
く
り
」

時
折
、
曇
り
空
か
ら
太
陽
の
光
が
差
し

の
保
護
管
設
置
が
全
て
完
了
し
ま
し
た
。

を
行
い
ま
し
た
。

た
り
す
る
な
ど
、
活
動
の
し
や
す
い
天

植
樹
箇
所
を
臨
み
な
が
ら
昼
食
を
取
っ

こ
の
活
動
は
、
札
幌
市
に
支
店
を
置
く

気
と
な
り
ま
し
た
。

た
後
、
最
後
に
当
セ
ン
タ
ー
所
長
か
ら
参

企
業
が
、社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

始
め
に
、
企
業
の
代
表
者
か
ら
開
会

加
者
へ
、
植
樹
の
意
義
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ

平
成
２
９
年
度
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
と
協
働

の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
続
い
て
、
当

い
て
の
話
を
交
え
て
挨
拶
を
行
い
、
閉
会

し
、
雷
別
地
区
自
然
再
生
事
業
地
で
行
っ

セ
ン
タ
ー
か
ら
雷
別
地
区
自
然
再
生
事

と
な
り
ま
し
た
。

て
い
る
自
然
再
生
の
取
組
み
で
、
第
４
回

業
地
の
概
要
と
作
業
に
当
た
っ
て
の
注

参
加
者
か
ら
は
、
「
普
段
、
自
然
と
ふ

目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

意
事
項
を
説
明
し
ま
し
た
。

れ
あ
う
機
会
が
少
な
く
貴
重
な
体
験
だ
っ

今
回
の
活
動
に
は
１
１
名
が
参
加
し
、

そ
の
後
、
参
加
者
は
、
植
樹
班
と
保

た
。
」
、
「
ウ
サ
ギ
の
（
食
害
）
対
策
も
必

雷
別
地
区
の
郷
土
樹
種
で
あ
る
広
葉
樹

護
管
組
立
班
に
分
か
れ
、
各
班
で
当
セ

要
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
」
、「
植

（
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ヤ
チ
ダ
モ
、
ハ
ル
ニ
レ
、

ン
タ
ー
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
森
林
づ

樹
が
想
像
よ
り
も
大
変
だ
っ
た
。
」
、
「
達

カ
ツ
ラ
）
１
４
０
本
を
植
樹
し
、
植
栽
木

く
り
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

成
感
が
素
晴
ら
し
い
。
」
等
の
感
想
を
い

を
エ
ゾ
シ
カ
や
エ
ゾ
ユ
キ
ウ
サ
ギ
の
食
害

参
加
者
の
約
半
数
が
こ
の
活
動
の
経

た
だ
き
、
満
足
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

▽開会式の様子

▽植樹の様子

▽集合写真
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